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　町教育委員会では、平成４年度から郷土の人物調査を実施し

てきましたところ、日本近代音楽の先駆者たる人物を確認しま

した。

　その人物こそ「唱歌」をとおして西洋音楽を普及させ、芸術

音楽、教育音楽の在り方を示した音楽教育家・鳥居　愧です。

　今回、教育委員会では鳥居　沈没後80年を記念し、10月19日

から11月24日まで『「箱根八里」と作詞家・鳥居　枕』と題し

て、企画展示を開催します。　　　　　　　（関連記事P8.9）

近代音楽の先駆者

yθ.448

発行　壬生町役場　編集総務部企画財政課　毎月巧日発行　〒32仁02栃本県下都賀郡壬生萌通町辺番22号　�0282-82-123∠L

｀ 一



W

W

｜

ｉ

ｌ

－
Ｉ
ｊ
Ｉ

∩∩ワTワアTI
ヒレ言]太]よ｡工⊇］丿
長寿を祝い自宅を訪問

　90歳以上のお年寄りの長寿を祝って、８月20日・21　111

日・22日、23日の４日間、町長の高齢者訪問が行われい．

町長並びに助役、収入役、民生部長、福祉課長が90歳･I･

以上の125入のお宅を訪問し、町からの記念品を贈り　==

長寿をお祝いしました。

　町の最高齢者は、中表町の和貝ハナさんで明治29年

５月14日生まれの１ ００歳です。
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世
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　　平成７年８月に行われた世論調査「高齢者介護」です。しかし、「高齢になれば寝たきりになる」と

　（総理府広報室調査）によると、「自分自身が老後　いうのは昔の話です。現在では、寝たきりのかな

　に寝たきりや痴呆症になるかもしれない、と不安　りの部分は、適切な介護と訓練によって防ぐこと

　に思うことがあるか」という問いに対し、「ある」ができるのです。

　と笞えた人の割合はフ割近くになりました。やは　　寝たきりの予防をするための要点を以下に掲げ

　り、老後の健康について、皆さん関心かおるよう　ましたので参考にして下さい。

第１条　脳卒中と骨折予防　寝たきリゼロヘの第一歩　寝たきりの主な要因となる脳卒中を防ぐことから、

　　　　寝たきり予防は始まりますぶ

第２条　寝たきりは　寝かせきりから作られる　過度の安静　逆効果

第３条　リハビリは　早朝開始が効果的　始めよう　ベッドの上から訓練を

第４条　くらしの中でのリハビリは　食事と排泄、着替えから　基本的動作である食事、排泄、着替えな

　　　　とを、なるべく元気なころと同じように行うようにしましょう。

第５条　朝起きて　先ずは着替えて身だしなみ　寝・食分けて　生活にメリとハリ　特に外出の予定がな

　　　　くても、朝起きたら着替えて身だしなみを整えましょう。また、寝る場所と食事をとる場所を分

第６条

第７条

第８条

第９条

第10条

けるなど生活にメリハリをつけることが肝心です。

　「手は出しすぎず　目は離さず」が介護の基本　自立の気持ちを大切に

ベッドから移ろう　移そう車椅子　行動広げる　機器の活用　寝たきり状態から

自立するには、さますまな福祉機器の活用が効果的です。

手すりをつけ　段差をなくし　住みやすく　アイデア生かした住まいの改善

家庭でも社会でも　よろこび見つけ　みんなで防ごう閉じ込もリ

進んで利用　機能訓練　デイ・サービス　寝たきりなくす　人の和　地域の和

　　　　　　　　　　　　（厚生省「寝たきリゼロヘの10か条」より）
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（平成８年９月１日現在　ただし年齢については平成８年12月31日現在）〔敬称略〕

《亀》 《鶴》
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談議難言 ｔ　］球端説示 |屠蘇呂 回漕誰誰隨訃言 回船議席
中　表　町 明治29年５月14日 100 和　　貝　ハ　ナ 横　綱

中　　　泉 明治31年３月27日 98 川　　又　　ム　　メ 大　関 木　　村　　ナ　　カ

鈴　　木　　キ　　セ

99

97

明治30年２月25目

明治32年６月28日

至宝町北

しもつけ荘
しもつけ荘

安塚南部

上　通　町

上　表　町

東　下　台

原　　　浮

上　表　町

明治33年１月14日

明治33年３月30日

明治33年５月15日

明治34年１月30日

明治34年２月７日

明治34年８月２日

明治34年９月21目

96

96

96

95

95

95

95

長　　戸　　ヤ　　工

佐　　藤　　ツ　　ネ

田　　中　　フ　　ミ

新　　本　　呑　　岩

間　　本　　國　　平

鈴　　木　　ト　　ヨ

鈴　　木　　チ　　カ

関　脇 前　　原　　ト　　シ

上　　田　　タ　　ミ

平　　滞　　マ　　サ

大　　柳　　ア　　サ

鈴　　木　　　長

田　　中　　ヨ　　シ

96

96

96

95

95

95

明治33年２月６日

明治33年４月１口

明治33年８月25口

明治34年２月１日

明治34年フ月15日

明治34年９月11日

栄　　　町

中　　　泉

至宝町南

上　新　町

下　横　町

至宝灯南

北　小　林

上　　　田

旭　　　町

福　和　田

下　　　町

明治34年10月25日

明治34年12月12目

明治35年６月13日

明治35年９月14日

明治35年12月６日

95

95

94

94

94

藤　　栄　　ベ　　ン

飯　塚　キクノ

坂　　本　　扁　　重

黒　　川　　ミ　　ヨ

興　　長　　ヤ　　ス

小　結 賀　　長　　ア　　キ

白　倉　シズ工

出　　丼　　ス　　イ

山　　川　　牛　　ク

荒　　川　　牛　　ン

舵　　田　　ツ　　ル

95

95

95

95

94

94

明治34年10月17日

明治34年10月28日

明治35年６月１日

明治35年８月13日

明治35年９月20日

明治35年12月20日

ド　　　町

栄　　　町

釜　ケ　渕

台　　　坪

上　新　町

安塚中失

釜　ケ　渕

しもつけ荘

中　表　町

上　　　町

壬生下馬木

下　横　町

上　通　町

安　塚　一

栄　　　町

至宝町北

北　小　林

泉　下　台

下　　　町

壬生下馬木

幸町―丁目

城　　　南

安　塚　二

本　　　郷

釜　ケ　渕

中　　　泉

しもつけ荘

木　　　郷

泉　下　台

福　和　田

国谷中央

幸町三丁目

城　　　南

下　表　町

城　　　内

安　塚　三

田　　　向

緑町四丁目

至宝町南

福　和　田

落　　　合

作　通　町

原　　　宿

上　長　田

城　　　南

六美町南部二

しもつけ荘

作　通　町

旭　　　町

万　　　町

緑町三丁目

中　　　泉

今　　　井

台　　　宿

国谷新田

明治36年１月17日

明治36年２月８日

明治36年３月１日

明治36年３月17日

明治36年３月28目

明治36年６月28日

明治36年フ月20日

明治36年10月21日

明治36年11月フ日

明治36年12月１日

明治36年12月16日

明治37年２月１日

明治37年２月12日

明治37年３月20日

明治37年４月25日

明治37年７月２日

明治37年８月17日

明治37年９月21日

明治37年11月18日

明治37年12月１日

明治38年１月５日

明治38年１月15日

明治38年２月13日

明治38年３月１日

明治38年３月15日

明治38年４月!0日

明治38年４月25日

明治38年５月15日

明治38年６月３日

明治38年６月27日

明治38年９月13日

明治38年10月25日

明治38年11月３日

明治38年12月１日

明治38年12月23日

明治39年１月18日

明治39年２月14日

明治39年３月17日

明治39年４月５日

明治39年４月22日

明治39年５月24日

明治39年５月30日

明治39年７月11日

明治39年８月２日

明治39年８月22日

明治39年９月25日

明治39年10月26日

明治39年11月１日

明治39年12月18日
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93
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92
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90
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90

90

90

90

90

90

90

90
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出　丼　食一郎

河野辺　　笑

中　　村　　き　　よ

大　　関　ハ　　マ

鈴　　木　　レ　　ン

鈴　　木　ハ　　ツ

奈良部　峯　舌

岩　　鴫　　キ　　ヨ

人　　見　　ヨ　　シ

戸　　館　　喜　　－

鈴　　木　　シ　　ン

赤　　木　　四　　部

落　　合　　ツ　　ル

石　　塚　　正　　義

風　間　スイコ

川　　俣　　キ　　ク

石　　島　　タ　　ツ

小　　息　　ヨ　　シ

若　　林　　タ　　メ

臼　　丼　　ト　　キ

須　　田　　元　　吉

板　　子　　長　　巳

海老渾　　継

大豆生田　金一郎

赤羽根　恒　弥

塩　　沢　　　操

湯　　沢　　イ　　ク

岸　　　　きくの

松　　本　　フ　　手

渡　　遁　　チ　　カ

前　　原　　廣　　舌

坂　　本　　た　　か

麦　　息　　志　づ

安　　納　　ゲ　　ン

栗　　原　　マ　　サ

石　　笥　　冨　　子

息　丼　庄一郎

中　川　ナミノ

青　　木　　イ　　シ

中　　川　　ふ　み

渡　　遍　　初　　子

清　　水　　カ　　ツ

戸　綺　佐一郎

大　　島　　政　　－

冨　　田　　か　ね

荒　　川　　牛　　イ

町　　田　　ウ　　メ

山　　□　　善　　吉

高　　山　　ハ　　ツ
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　　　　32

　　　　33

　　　　34

　　　　35

　　　　36

　　　　37

　　　　38

　　　　39

　　　　40

　　　　41

　　　　42

　　　　43

　　　　44

　　　　45

　　　　46

　　　　47

　　　　48

　　　　49

　　　　50

福　田　徳太郎

毒　　木　　ヨ　’シ

上　　野　　キ　　ヱ

篠　　崎　　テ　　ウ

坂　　田　　ハ　　ツ

佐　　藤　　ツ　　ネ

宇賀神　タ　ネ

野　□　ともよ

高　　山　　牛　　ン

山　　巾　　キ　　ヨ

栗　　原　　タ　　ネ

橋　　本　　一　　郎

横　　倉　　キ　　ヨ

森　　田　　マ　　ス

杉　　山　　こ　　と

入　江　七五郎

雨　　坂　　サ　　イ

高　　山　　マ　　サ

斉　　藤　　イ　　ソ

石　　村　　キ　　セ

石　　塚　　正　　忠

高　　橋　　キ　　チ

渡　遵　岩五郎

鈴　　木　　タ　　メ

松　　本　　志　　ん

折　　原　　林　　松

吉　　丼　　興　　平

鈴　木　理一郎

丼　　上　　徳　　治

黒　　川　　タ　　ケ

橋　　本　　キ　　ワ

荒　　川　　ソ　　ヨ

鯉　　沼　　ワ　　カ

川　　場　　サ　　ク

戸　　館　　カ　　ヨ

田　　崎　　ハ　　郎

三　　上　　マ　　ツ

鈴　　木　　昇　　画

帖　　田　　　要

海老沼　マ　ツ

中　　忖　　重　　作

水　　野　　シ　　ナ

奈　　良　　ハ　ル

巾　　川　　利　　政

篠　　約　　光　　一

φ　　山　　フ　　サ

大　　門　　シ　　モ
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93

93

93
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91

91
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90

90
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90
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90

90

90

90

90

90

明治36年１月18日

明治36年２月27日

明治36年３月15日

明治36年３月26ロ

明治36年４月25日

明治36年フ月18日

明治36年10月16日

明治36年11月５日

明治36乍I1月17日

明治36年12月Ｈ日

明治37年１月13日

明治37年２月10日

明治37年２月20日

明治37年４月15日

明治37年６月12日

明治37年８月４日

明治37年10月24日

明治3ﾌ年lj月25日

明治37年12月24日

明治38年１月15日

明治38年２月10日

明治38年２月26日

明治38年３月５日

明治38年３月27日

明治38年４月14日

明治38年５月１日

明治38年５月22日

明治38年６月18日

明治38年９月２日

明治38年10月15日

明治38年11月３日

明治38年11月22日

明治38年L2月５日

明治39年１月15日

明治39年１月27日

明治39年２月10日

明治39年３月２日

明治39年３月23日

明治39年４月12日

明治39年５月27日

明治39年７月７日

明治39年７月20日

明治39年８月17日

明治39年９月20日

明治39年10月12日

明治39年10月28日

明治39年11月15日

しもつけ荘

万　　　町

六美可北部

稲葉下馬水

中　　　泉

舟　　　灯

国谷本田

国谷新田

安　塚　二

三　好　町

馬　　　湯

上　　　可

上　　　田

安塚南部

中　　　泉

西　高　野

至宝灯南

中　　　泉

国谷中央

壬生下馬水

しもつけ荘

国谷外道

安　塚　二

下　表　町

本　　　郷

城　　　南

安　塚　一

馬　　　湯

原　　　宿

馬　　　場

上　　　町

鹿　　　高

下　　-町

至宝町北

六美町南部－

城　　　南

緑町一丁目

城　束　町

前　宿　坪

中　　　泉

上　通　町

中　　　央

安　塚　二

国谷外道

至宝町北

しもつけ荘

３



地震発生時刻：９月４日(水)午前８時10分

震源地：壬生町付近の地下14キロメートル

規　☆模：マグニチュード７．２

震　　度：７(激震)

被害状況：町内各所で家屋が多数倒壊、火災、道路、橋梁の損壊などの

　　　　　ほか、電気、ガス、水道などの生活関連施設にも甚大な被害

　　　　　が発生．

対……………策：県と潤Iは、災害対策本部を設置し、被災住民の救助に=.あ万たjる.

………………………と･･と･.･も..･=･4.1こ関･係機関と協力しで、応急対策を実施.白また､知事

　　　　　は事態を重視し、自衛隊に対して災害派遣を要請．

の
～
１
木
県
総
合
防
災
訓
練
～

　
９
月
４
日
（
水
）
、
栃
木
県
並
び
に
壬
生
町
主
催
の
栃
木
県
総
合

防
災
訓
練
が
、
羽
生
田
地
内
黒
川
河
川
敷
を
会
場
に
、
3
8
の
関

係
機
関
・
団
体
（
参
加
人
員
１
、
４
１
６
人
）
が
参
加
協
力
し
て

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
訓
練
は
、
栃
木
県
地
域
防
災
計
画
並
び
に
壬
生
町
地
域
防

災
計
画
が
修
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
災
害
時
の
防
災
活
動
の
円
滑

化
、
相
互
協
力
体
制
の
強
化
、
地
域
住
民
の
防
災
に
対
す
る
理
解

と
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
壬
生
町
付
近
を
震
源
と
す
る
震
度
７
の
直
下
型
地
震

が
発
生
し
た
と
の
想
定
に
よ
り
行
わ
れ
、
県
内
各
消
防
本
部
の
救

助
隊
で
編
成
す
る
栃
木
消
防
救
助
隊
の
救
出
・
救
助
訓
練
や
避
難

誘
導
、
建
物
火
災
消
火
、
緊
急
送
電
、
救
護
・
血
液
輸
送
、
医
薬

品
空
輸
投
下
訓
練
な
ど
の
ほ
か
、
今
回
初
め
て
実
施
さ
れ
る
「
自

主
防
災
組
織
に
よ
る
初
期
消
火
訓
練
」
や
今
年
３
月
2
6
日
に
締
結

さ
れ
た
「
福
島
県
・
茨
城
県
及
び
栃
木
県
三
県
相
互
応
援
に
関
す

る
協
定
に
よ
る
運
用
実
施
訓
練
」
な
ど
2
4
種
目
の
訓
練
を
実
施
。

　
ま
た
、
一
般
の
方
々
に
体
験
し
て
も
ら
う
地
震
体
験
・
火
災
煙

体
験
、
救
急
法
実
演
、
消
火
器
取
扱
訓
練
、
浄
水
機
を
使
用
し
た

給
水
訓
練
な
ど
1
2
種
目
の
体
験
訓
練
も
行
わ
れ
、
参
加
者
か
ら
は
、

「
こ
ん
な
大
規
模
で
リ
ア
ル
な
訓
練
は
初
め
て
。
地
震
の
恐
ろ
し

さ
、
改
め
て
普
段
の
準
備
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
」
（
こ
の
よ

　
　
　
　
　
　
）

う
に
救
援
体
制
が
あ
る
こ
と
は
、
住
民
に
と
っ
て
心
強
い
こ
と
で

す
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
町
で
は
大
規
模
地
震
に
備
え
、
耐
震
用
貯
水
槽
を
年
度

内
に
２
基
設
置
す
る
な
ど
、
逐
次
整
備
を
進
め
て
行
き
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
訓
練
の
様
子
を
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。
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▲「自分たちの町は、自分たちで守る」という意識のもと、

　自主防災組織のバケツリレーによる消火訓練
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S1４

県
と
町
は
、

災
害
対
策
本
部
を
設
置

県
内
消
防
本
部
問
で
締
結
し
て
い
る

応
援
協
定
に
よ
り
小
山
市
消
防
の
は
し
ご
車

で
ビ
ル
の
屋
上
の
避
難
者
を
救
助

１ト
県
警
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
救
助
・
救
出

▲石橋地区消防相互応援協定により、出動した

　石橋地区の消防団の消火訓練

負
傷
者
の
応
急
処
置
を
行
う

Ｊ
恂
木
県
、
下
都
賀
郡
市
、
壬
生
町
医
師
会
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
先
生
方

１

ド
単
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
被
災
者
を
救
出
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栃
木
消
防
救
助
隊

５



倒
壊
家
屋
の
撤
去
を
行
う
自
衛
隊

１ドラ
イ
フ
ラ
イ
ン
（
電
気
）
の
復
旧
作
業

▲稲葉小、羽生田小児童の避難誘導訓練

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
安
全
点
検
及
び

　
１
　
　
　
　
　
　
　
復
旧
訓
練

- -

緊
急
物
資
の
輸
送
及
び
荷
お
ろ
し

4S

-

作
業

▲三県相互応援協定により、茨城県防災ヘリコプターに

　よる被災者収容訓練

ド
日
本
赤
十
字
は
被
災
地
に
救
護
所
を

　
設
営
、
負
傷
者
の
手
当
て
を
行
う

▲負傷者を救護所へ移送する日赤奉仕団員

６



安
塚
幼
稚
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の

防
災
の
普
及
啓
発
を
図
る
防
火
パ
レ
ー
ド

ー

【
旨
偏
瀕
づ
レ
ヘ
浅

ト
関
心
の
高
か
っ
た
自
衛
隊

　
非
常
食
展
示
コ
ー
ナ
ー

ト
訓
練
成
果
を
視
察
す
る

　
渡
辺
知
事
（
左
側
）
と
清
水
町
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
知
事
右
隣
）

大
地
震
発
生
／
・
そ
の
前
に

　
平
穏
な
日
常
生
活
を
突
然
襲
う
大
地
震
。
そ
の
発
生

を
事
前
に
予
測
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
し
か
し
、
地

震
が
起
き
た
と
き
に
一
人
ひ
と
り
が
適
切
な
行
動
を
と

る
こ
と
で
、
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
こ
と
が
で

　
家
族
で

　
「
防
災
会
議
」
を
開
こ
う

　
大
地
震
の
際
、
あ
わ
て
ず
に
行
動
で

き
る
よ
う
、
ふ
だ
ん
か
ら
次
の
こ
と
を

話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

①
家
の
中
で
ど
ん
な
所
が
安
全
か

②
非
常
持
ち
出
し
袋
に
何
を
入
れ
、
ど

　
こ
に
置
く
か

③
非
難
す
る
と
き
、
だ
れ
が
何
を
持
ち

　
出
す
か

④
火
元
を
だ
れ
が
チ
ェ
ッ
ク
す
る
か

⑤
消
火
器
、
救
急
医
薬
品
、
非
常
食
な

　
と
を
だ
れ
が
点
検
し
て
お
く
か

⑥
避
難
路
や
最
終
的
な
避
難
場
所
、
連

　
路
方
法
を
ど
う
す
る
か

　
こ
う
し
た
事
項
に
つ
い
て
、
家
族
の

役
割
分
担
を
含
め
て
考
え
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
昼
の
場
合
と
夜
の
場
合
、

職
場
や
学
校
な
ど
、
家
族
が
ば
ら
ば
ら

に
な
っ
て
い
る
と
き
の
こ
と
を
考
え
て
、

確
実
に
連
絡
し
含
え
る
方
法
を
決
め
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

●
　
●
　
●

き
る
は
ず
で
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
落
ち
着
い
て
行

動
す
る
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
震
災
に
対
す
る
心
構

え
と
備
え
を
万
全
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

チェック項目
□l飲料水･水筒け人1日3･が目安ﾛ2～3日は自力で生活することを考えて。

　I:良料ロ　　|缶づめ･ビスケット･チョコレート･インスタントラーメンロ，　　□□　　　I(赤ちゃんのいる家庭は,粉ﾐﾙｸ･ほ乳びんなどC。

□1医薬品　　圀毒薬,傷薬,隨薬,脱脂綿,ぱんそうこう,包帯など，

□l貴重品　　l現金のほか,預金通帳や印鑑など,電話用に10円玉も用意，

□lﾍﾙﾒｯﾄ･ｌず1んl落下獣ヽら頭を保護するものをすぐに取り出せる所に。

□l手　袋　　咄ﾚｷの撤去や救助に,軍手など厚手のものを用意，

□|マッチ･ﾗｲﾀｰ|湿気やｶﾞｽ切れに注意,防水ﾏｯﾁなども市販されている，

□|ロウソク　|濡れないようにﾋﾞﾆｰﾙ袋に入れて保管する，

□|懐中電灯　|夜間,すぐ手の届くところにも置いておく。

□lラジオ　　レ賎収集に欠かせない,｣|肘電灯と一体型のものもある，

□l乾電池予備汐ｼﾞｵや斟電灯に使用するものを多めに，

□l衣類　　　凛一夕一一ｼﾞｬﾝﾊﾟｰ･下羞など,雨員やﾀｵﾙも用意｡‘

□滝布　　　－袋や,体温を逃がさないｻﾊﾟｲﾊﾞﾙｼｰﾄなども重宝，

□けイフ・缶切り伴徳ﾅｲﾌなどの多機能ﾅｲﾌが便利。

ﾃﾞﾌ刄
り

壁面。

二

白
■これらは一般的な非常持ち出し品の目安であり、中身や量は家庭で話し合って工夫する。持ち運びは

　リュックサックタイプの背負える袋で。重量は、男性で15kg以下、女性で10kg以下となるように。

■家庭に病人、妊婦、赤ちゃんがいる場合は、担当医などに相談し、必要なものを用意。

■このほか、飛び敵ったガラスによるケガを防ぐため、寝室などにも厚手のスリッパや運動ぐつをあら

　かじめ備えておく。

・子どもには常に、氏名・血液型・連絡先（住所・電話番号・避難場所）・保護者名・学校名などを記

　しものを身に付けさせておく。

フ



鱈削剥朧朧

10月19日～11月24日

町歴史民俗資料館

高校生以上200円

開
場

期
会

◇
◇

入館料◇

　
町
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
第
９
同

企
画
展
と
し
て
郷
土
の
先
覚
者
『
「
箱

根
ハ
里
」
と
作
詞
家
・
鳥
居
　
枕
』
展

を
開
催
し
ま
す
。

　
　
『
唱
歌
』
「
箱
根
人
里
」
の
作
曲
者

は
有
名
な
滝
廉
太
郎
で
あ
る
こ
と
は
広

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
だ
れ

が
作
詞
し
た
か
を
知
る
人
は
少
な
い
で

し
ょ
う
。

　
今
回
、
紹
介
す
る
鳥
居
　
恍
は
そ
の

作
判
者
で
あ
り
、
わ
が
国
近
代
音
楽
史

上
で
音
楽
理
論
を
説
い
た
最
初
の
人
で

音楽学校卒業写真（○印が滝廉太郎、△印が鳥居枕）
一

あ
る
と
い
え
ま
す
。

　
沈
は
、
壬
生
藩
江
戸
家
老
・
鳥
居
志

摩
の
二
男
と
し
て
嘉
禾
６
年
（
１
８
５

３
年
）
壬
生
藩
士
と
し
て
江
戸
大
名
屋

敷
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
明
治
３
年
玉

８
７
０
年
）
大
学
術
校
（
東
京
大
学
の

薗
升
）
に
学
び
、
ま
た
外
国
語
学
校
に

入
り
、
さ
ら
に
明
治
1
3
年
い
ち
早
く
、

音
楽
取
調
掛
（
東
京
音
楽
学
校
の
前
言

の
メ
ー
ソ
ン
に
師
事
し
西
洋
音
楽
を
勉

強
し
、
明
治
1
5
年
同
掛
を
首
席
の
成
績

で
卒
業
、
直
ち
に
同
職
具
に
採
用
さ
れ
、

持
参
、
愛
用
し
た

.、ピ1.

ア
ノ

東
京
芸
術
大
学

　
　
芸
術
資
料
館
蔵
）

明
治
1
9
年
第
一
高
等
中
学
校
（
東
京
大

学
教
養
学
部
の
前
身
）
の
音
楽
の
講
師

と
な
り
、
明
治
2
4
年
（
１
８
９
１
年
）

東
京
音
楽
学
校
（
東
京
芸
術
大
学
の
前

身
）
の
教
授
に
進
み
、
音
楽
通
論
の
ほ

か
、
国
語
も
教
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
音
楽
唱
牡
会
・
東
京
唱
歌
会

を
起
こ
し
指
導
者
と
し
て
尽
力
し
、

『
小
学
唱
歌
集
』
や
『
中
学
唱
歌
』
『
中

等
唱
歌
』
な
ど
の
唱
歌
編
纂
を
携
わ
る

こ
と
に
よ
っ
て
日
本
国
民
に
洋
楽
を
普

及
さ
せ
、
芸
術
音
楽
・
教
育
音
楽
の
在

り
方
を
示
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
大
正
初
年
ま
で
の
間
に
音
楽

取
高
掛
、
文
部
省
お
よ
び
東
京
音
楽
学

校
で
出
版
し
た
音
楽
図
書
で
詫
の
手
を

W

経
な
か
っ
た
も
の
は
一
つ
も
な
か
っ
た
　
　
８

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
展
で
は
、
回
申
朽
の
名
曲
九
こ
称

さ
れ
た
「
箱
根
ハ
里
」
を
作
り
上
げ
た

恍
の
人
物
像
を
東
京
芸
術
大
学
所
蔵
品

を
中
心
に
、
１
日
本
近
代
音
楽
の
あ
け

ぼ
の
、
Ｕ
Ｌ
・
Ｗ
メ
ー
ソ
ン
と
洋
楽
事

始
、
Ⅲ
日
本
に
お
け
る
音
楽
教
育
、
Ⅳ

作
詞
寧
・
鳥
居
　
枕
、
Ｖ
鳥
居
　
枕
音

楽
作
品
の
五
つ
の
テ
ー
マ
で
展
示
構

成
、
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
多
く
の
方
々
に

ご
覧
い
た
だ
き
、
近
代
音
楽
の
先
覚

者
・
鳥
居
　
恍
の
業
績
や
人
柄
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
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一

１
１

１
’
ぺ

Ｉ
、
日
本
近
代
音
楽
の
あ
け
ぼ
の

　
わ
が
国
最
初
の
音
楽
教
材
で
あ
る
音

楽
取
調
掛
か
制
作
し
た
「
唱
歌
掛
図
」

（
東
京
芸
術
大
学
）
を
は
じ
め
、
音
楽

取
調
掛
か
最
初
に
編
集
し
た
唱
歌
教
材

集
の
「
小
学
唱
歌
集
」
（
東
京
芸
術
大

言
、
ま
た
、
文
部
省
が
刊
行
し
た
わ

が
国
最
初
の
音
楽
入
門
書
「
音
楽
問

答
」
、
「
楽
典
」
、
「
音
楽
指
南
」
（
東
京

芸
術
大
学
）
を
、
さ
ら
に
日
本
で
本
格

的
な
音
楽
理
論
を
説
い
た
鳥
居
　
恍
の

「
音
楽
理
論
’
（
国
立
国
会
図
書
館
）
な

ど
を
展
示
紹
介
し
ま
す
。

音
楽
入
門
書

　
　
　
（
音
楽
取
講
掛
刊
）

Ⅱ
、
Ｌ
・
Ｗ
メ
ー
ソ
ン
と
洋
楽
事
始

　
音
楽
取
両
掛
（
伊
沢
修
二
）
は
、
音

楽
教
師
の
養
成
と
唱
歌
教
甘
菜
の
編
集

を
行
う
た
め
、
ア
メ
リ
カ
の
有
名
な
音

楽
教
育
家
メ
ー
ソ
ン
を
ま
ね
い
て
音
楽

教
育
に
あ
た
ら
せ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、

音
楽
取
両
掛
を
設
置
し
た
伊
沢
修
二
と

メ
ー
ソ
ン
の
足
跡
を
中
心
に
展
示
紹
介

し
ま
す
。
な
お
、
東
京
芸
術
大
学
芸
術

資
料
館
の
ご
協
力
で
門
外
不
出
と
い
わ

れ
る
「
メ
ー
ソ
ン
が
ア
メ
リ
カ
よ
り
持

参
し
、
愛
用
し
た
ピ
ア
ノ
（
ク
ナ
ー
ベ

礼
装
）
」
を
初
公
開
し
ま
す
。
こ
の
ピ

ア
ノ
は
音
楽
取
両
掛
に
最
初
に
設
置
さ

伊沢修二肖像

Ⅲ
、
日
本
に
お
け
る
音
楽
教
育

　
音
楽
教
育
の
流
れ
を
、
唱
歌
教
育
と
　
　
集
」
、
「
戦
響
歌
語
」
、
「
忠
君
憂
国
歴
史

軍
歌
教
育
の
二
つ
の
テ
ー
マ
か
ら
紹
介
　
　
唱
歌
」
（
国
立
国
会
図
書
館
）
「
か
ち
ど

し
ま
す
。
音
楽
教
育
家
・
鳥
居
　
詫
は
　
　
き
」
（
東
京
学
芸
大
学
）
「
中
等
唱
歌
」

音
楽
界
の
重
鎮
と
な
り
、
大
正
初
年
ま

で
の
間
に
音
楽
図
書
で
恍
の
手
を
経
な

か
っ
た
も
の
は
一
つ
も
な
か
っ
た
と
言

わ
れ
る
よ
う
に
、
多
く
の
唱
歌
編
纂
に

携
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
詫
が

手
掛
け
た
代
表
的
な
唱
歌
「
大
東
軍

歌
」
、
「
海
戦
史
歌
」
（
早
稲
田
大
学
）
、

「
近
世
唱
歌
集
」
、
「
支
那
征
伐
軍
歌
全

Ⅳ
、
作
詞
家
・
鳥
居
枕

　
今
回
の
調
査
で
鳥
居
　
詫
は
、
「
君

が
代
」
が
祝
祭
日
儀
式
の
歌
（
「
祝
祭

日
唱
歌
楽
譜
」
東
京
芸
術
大
学
）
に
選

定
さ
れ
た
と
き
の
1
7
入
の
委
員
の
一
人

れ
た
日
本
で
最
初
の
本
格
的
な
ピ
ア
ノ

で
す
。

メーソン肖像

で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
天
才
作
曲
家
・

滝
廉
太
郎
と
師
弟
コ
ン
ビ
で
名
曲
「
箱

根
ハ
里
」
（
「
中
学
唱
歌
」
東
京
芸
術
大

学
）
を
作
り
上
げ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

Ｖ
、
鳥
居
沈
音
楽
作
品

　
今
回
の
調
査
で
鳥
居
　
詫
は
、
代
表

作
「
箱
根
九
星
」
を
含
め
約
1
1
0
の
作
品

を
作
り
上
げ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
詫
の
歌
詞
を

曲
）
お
よ
び
郷
土
に
残
る
唱
歌
「
忠
の

道
」
、
「
永
き
誉
」
、
「
栃
木
高
等
女
学
校

（
東
京
芸
術
大
学
）
な
ど
を
展
示
紹
介

し
ま
す
。

軍歌唱歌の代表作

　　　　　｢大束軍歌｣

　　　　　　　　　鳥居住者

し
た
。
こ
こ
で
は
恍
の
人
と
な
り
を
顕

彰
し
ま
す
。

校
歌
」
な
ど
も
合
わ
せ
て
展
示
紹
介
し

ま
す
。

滝廉太郎肖像

９
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１
准
１
亥
呈
凛
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壇
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一
万
ニ
ー
〕
ラ
　
ー
上
ぶ
ノ
［
笹
斎
Ｉ
Ｉ
推
Ｉ
間
く

　
栃
木
県
交
通
安
全
母
の
会
連
合
会
主

催
の
ブ
ロ
ッ
ク
別
母
親
活
動
推
進
大
会

が
８
月
８
日
、
小
山
市
、
大
平
町
な
ど

２
市
９
町
か
ら
約
１
０
０
名
の
会
員
が

参
加
し
て
壬
生
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
会
員
相
互
の
教
養
を
高
め

「
交
通
安
全
は
家
庭
か
ら
」
の
運
動
を

強
力
に
推
進
し
、
交
通
安
全
活
動
を
地

域
に
拡
大
を
図
る
な
ど
、
交
通
安
全
へ

の
推
進
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
目
的

に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
大
会
は
、
手
塚
栃
木
警
察
署
交
通
課

長
の
講
話
や
交
通
教
育
指
導
員
に
よ
る

研
修
な
ど
の
ほ
か
、
田
中
ミ
ヨ
会
長
よ

況　り
年生

ド

訴
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い

。
｢とちぎの交通マナーを高めよう!｣県民運動をすすめまｌ

ｌ　　す
。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｉ

リ
。

｢交通安全は家庭から｣の運動をすすめます。　　　　　ｌ

ｌ　ｌ

。
子どもやお年寄りを交通事故から守ります。　　　　　　ｉ

い

。歩行者や自転車利用者を交通事故から守ります。　　　　ｌ

口

。安全運転を励行します。　　　　　　　　　　　　　　　　ｉ

リ
。

安全な交通環境を保持し津す。　　　　　　　　　　　　　1

L_______________________________________________________________________｣

　
藤
井
む
ら
づ
く
り
か
ん
ぴ
ょ
う
踊
り
　
　
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

大
会
実
行
委
員
会
（
長
　
博
会
長
）
主
　
　
　
会
場
に
は
、
地
区
内
外
か
ら
大
ぜ
い

催
の
干
ぴ
ょ
う
踊
り
大
会
が
８
月
３
１
日
、
　
の
人
が
訪
れ
、
浴
衣
姿
の
子
ど
も
た
ち

藤
井
小
学
校
校
庭
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
　
　
や
揃
い
の
は
っ
ぴ
姿
の
人
な
ど
、
老
若

　
こ
の
大
会
は
、
伝
統
文
化
の
伝
承
保
　
　
男
女
を
問
わ
ず
か
ん
ぴ
ょ
う
踊
り
を
楽

存
と
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
藤
　
　
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
藤
井
小
学
校
５

井
む
ら
づ
く
り
推
進
協
議
会
が
中
心
と
　
　
年
生
に
よ
る
か
ん
ぴ
ょ
う
音
頭
の
お
囃

な
り
、
藤
井
地
区
内
の
各
自
治
会
や
各
　
　
子
も
披
露
さ
れ
、
伝
統
文
化
が
若
い
仕

種
団
体
で
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、
実
　
　
代
に
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

-゛

　
火
災
と
い
え
ば
、
わ
た
し
た
ち
は
す

ぐ
、
消
防
機
関
な
ど
を
頼
り
に
し
ま
す
。

し
か
し
、
地
震
が
起
き
火
災
が
多
発
し
、

家
屋
や
ビ
ル
の
倒
壊
に
よ
り
道
路
が
寸

　う消　基るんち延火　ほ間断
ス　゜火こ本≒　゜で焼はこうなさ
ト　　方こ的、¬行火ものがどれ１　　法でな一回わ災ちよ無にた

ブ　をは考れ勺なをろう理すよ
火　　ご　｀えはのけ防んなとべう
災　紹初方　｀身れぐ　ヽと？てな
や　介期で白はばの隣きっを状
天　　しのす主自なも近　｀も期況
ぷ　　ま火　゜防分り自所初回待で
ら　　し災　災でま分へ期ですは
油　　ょの　　の守せたの消大る　｀
ﾀﾞ牛周囲のものを“消火用具”にＵ

は
、
濡
れ
布
を
使
う
消
火
方
法
が
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
、
小
さ
な
火
で
あ
れ
ば
、
キ
ャ

ペ
ツ
の
よ
う
な
大
き
な
野
菜
の
菜
を
押

し
つ
け
た
り
、
布
に
包
ん
だ
豆
腐
で
た

た
き
消
し
た
り
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
身
の
回
り
に
に
は
、
工
夫
次

第
で
《
消
火
用
具
）
の
代
わ
り
に
な
る

も
の
が
案
外
た
く
さ
ん
あ
る
と
い
う
こ

一

と
で
す
。
ど
ん
な
《
消
火
用
具
》
を
ど

こ
に
置
い
て
お
く
か
を
、
ふ
だ
ん
か
ら

考
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
水
遠
水
が
断
水
で
使
え
な
い
場
合
は
、

貯
水
槽
や
浴
槽
、
ビ
ル
内
の
室
内
消
火

栓
、
あ
る
い
は
河
川
な
ど
身
の
回
り
の

水
を
使
っ
て
消
火
に
当
た
り
ま
す
。
一

番
手
っ
取
り
早
い
消
火
方
法
が
、
バ
ケ

ツ
リ
レ
ー
で
す
。
火
が
大
き
い
う
ち
は

バ
ケ
ツ
を
何
杯
か
貯
め
て
一
斉
に
か
け
、

あ
る
程
度
火
が
小
さ
く
な
っ
て
き
た
ら

一
杯
ず
つ
、
リ
レ
ー
で
回
し
て
消
火
す

る
の
が
上
手
な
消
し
方
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
複
数
で
消
火
に
当
た
る

と
き
に
大
切
な
の
は
、
効
率
よ
く
作
業

を
行
う
た
め
の
具
体
的
な
指
示
で
す
。

近
所
の
人
や
通
行
人
な
ど
だ
れ
に
で
も

大
き
な
声
で
協
力
を
呼
び
か
け
、
的
確

な
指
示
を
送
り
ま
す
。
ま
た
、
消
火
に

当
た
る
人
、
一
人
ひ
と
り
が
「
白
分
か

ち
で
消
す
ん
だ
」
と
い
う
意
識
を
も
つ

こ
と
も
大
事
な
こ
と
で
す
。
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9
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Ｆ
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…
万
　

沓
重

全

　
　
（
皿
牡
全
日
本
交
通
安
全
母
の
会
連

合
会
・
栃
木
県
交
通
安
全
母
の
会
連
合

会
が
主
催
と
な
っ
て
、
全
国
各
地
の
母

親
の
手
に
よ
る
。
み
ん
な
で
す
す
め
る

交
通
安
全
こ
ざ
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
た
キ
ャ

ン
プ
・
Ｉ
ン
を
展
開
し
て
い
る
全
国
交
通

安
全
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
８
月
2
3
日
、
来

町
し
ま
し
た
。

　
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
は
、
平
成
７
年

中
の
交
通
事
故
死
者
が
、
全
国
で
１
０
。

６
７
９
人
と
８
年
連
続
し
て
１
万
人
を

突
破
す
る
な
ど
、
厳
し
い
交
通
情
勢
下

で
悲
惨
な
交
通
事
故
を
減
少
さ
せ
、
安

全
で
快
適
な
交
通
社
会
の
実
現
を
め
ざ

さ
ら
な
る
平
和
を
願
う

　
終
戦
記
念
日
の
８
月
１
５
日
、
慰
霊
牌

管
理
委
員
会
（
佐
藤
三
郎
会
長
）
主
催

に
よ
る
平
和
祈
願
祭
が
東
雲
児
童
公
園

内
（
三
好
町
）
の
戦
没
者
慰
霊
牌
前
で

行
わ
れ
、
町
遺
族
会
、
軍
恩
会
、
日
傷

会
な
ど
か
ら
、
釣
8
0
名
が
出
席
し
ま
し

た
。

　
平
和
祈
願
祭
で
は
、
佐
藤
会
長
を
け

じ
め
、
清
水
町
長
、
粂
川
町
議
会
議
長
、

榎
本
教
育
長
な
ど
が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
、

先
の
大
戦
で
祖
国
の
礎
と
な
っ
て
身
命

を
捧
げ
た
８
０
０
余
桂
の
英
霊
に
今
日

の
平
和
と
発
展
を
感
謝
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
全
国
戦
没
者
追
悼
式
に
合

わ
せ
、
出
席
者
全
員
で
正
午
か
ら
１
分

間
の
黙
と
う
を
行
い
、
猛
暑
の
な
か
、

さ
ら
な
る
平
和
を
願
い
ま
し
た
。

す
た
め
、
母
親
の
交
通
安
全
思
想
の
普

及
を
図
り
交
通
事
故
防
止
に
努
め
よ
う

と
い
う
も
の
で
す
。

　
こ
の
日
は
、
壬
生
町
交
通
安
全
母
の

公
の
会
員
や
保
育
園
児
の
歓
迎
の
な
か

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
到
着
、
壬
生
町
交
通

安
全
母
の
公
会
長
の
田
中
ミ
ヨ
さ
ん
よ

り
高
齢
者
や
若
者
の
交
通
安
全
対
策
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
の
徹
底
な
ど
が

盛
り
込
ま
れ
た
総
務
庁
長
官
か
ら
の
メ

ヅ
セ
九
ン
が
福
島
助
役
に
伝
達
さ
れ
、

福
島
助
役
よ
り
「
町
を
上
げ
て
交
通
安

全
対
策
を
図
り
ま
す
が
、
交
通
安
全
の

推
進
に
は
、
皆
さ
ま
方
の
協
力
が
不
可

欠
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
、
協
力
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

総
務
庁
長
官
か
ら
の

　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
上
げ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
ミ
ヨ
会
長

一 一 一 一 一 一 一 一

-

　
郷
土
の
人
々

「
近
世
壬
生
の
画
人
た
ち
」
（
五
）

　
　
　
高
須
　
煥
斎
（
た
か
す
　
か
ん
さ
い
）

　
　
　
　
　
１
８
２
９
年
（
文
化
１
２
）
～
１
８
９
３
年
（
明
治
２
６
）

　
い
み
な
の
ぶ
お
か
あ
ざ
な

　
諒
は
信
丘
、
字
は
大
助
と
い
い
煥
斎

と
号
し
ま
し
た
。
高
須
甘
案
の
長
男
と

し
て
、
文
段
1
2
年
壬
生
に
生
ま
れ
ま
し

た
。

　
父
甘
案
の
影
響
か
ら
、
お
そ
ら
く
谷

文
具
門
に
学
ん
だ
の
か
、
ま
た
は
高
弟

一
の
誰
か
に
指
導
を
受
け
た
と
推
測
さ
れ

一
ま
す
。
明
治
1
9
年
頃
に
、
煥
斎
一
家
は

‐
‐
東
京
に
移
住
し
、
文
具
系
の
画
壇
の
大

一
家
荒
木
寛
畝
、
滝
利
率
な
ど
と
の
交
際

が
み
ら
れ
ま
す
が
、
画
人
と
し
て
の
生

ご
諮
を
送
っ
た
の
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
明
治
維
新
前
後
に
お
け
る
幕
府
直
属

の
狩
野
派
系
の
衰
退
は
、
生
活
の
支
え

を
失
っ
て
、
そ
の
窮
乏
は
想
像
を
絶
す

る
も
の
で
し
た
。
南
面
は
類
型
化
に
堕

し
た
非
難
が
あ
っ
た
に
し
て
も
、
む
し

ろ
新
し
い
社
会
へ
の
気
運
と
漢
字
流
行

が
、
時
代
に
則
し
た
南
画
（
文
人
画
）

の
隆
盛
を
も
た
ら
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

関
西
に
関
東
に
と
優
れ
た
画
人
の
出
現
・

と
な
っ
て
、
多
様
化
し
た
明
治
画
壇
は
‐
‐
‐
｡

盛
況
を
み
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
煥
斎
は
父
甘
案
よ
り
も
南
画
に
徽
し
・

て
い
た
よ
う
で
す
。
絵
画
の
時
代
的
変
。

化
よ
り
、
む
し
ろ
文
人
的
な
感
性
が
強

く
、
明
治
の
変
動
期
に
自
ら
の
画
風
に

甘
ん
じ
て
、
他
の
画
大
の
よ
う
な
旺
盛

な
作
画
活
動
を
好
ま
な
か
っ
た
よ
う
で

す
。

　
か
え
っ
て
自
分
の
環
境
に
あ
っ
た
中

で
、
多
く
の
変
化
を
み
せ
ず
に
逝
っ
た

の
は
、
む
し
ろ
惜
し
い
気
が
し
ま
す
。

　
煥
斎
は
、
明
治
2
6
年
1
0
月
3
1
口
に
6
5

歳
で
没
し
ま
し
た
。
菩
提
寺
は
東
京
・

玄
哲
寺
。

次
回
は
、
福
田
案
陰
で
す
。

(山水図)

11
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｛
私
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
用
事
な
ど

で
適
当
に
体
を
動
か
し
て
い
る
こ
と
。

そ
し
て
、
妻
は
、
日
本
舞
踊
で
体
を
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

か
し
て
い
る
の
が
健
康
の
秘
訣
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
」
と
い
う
渡
辺
さ
ん
ご
夫

妻
。

-

密達者　　ソ

カッフル紳

下町
渡辺 敏夫さん回２)

トミさん(６９汗妻

ま
そ
夕

j
=
1
r
1
　
7
j
%
_
o

藤井小学校６年

　　箱　森　貴　子

青
春
ヌ
ケ

ヴ
チ
緋

何事に も楽しみながら挑戦

　　　　　　六美町北部　　小林　明子さん

　　「現在、習っているテニスのほか、スキーなど

のスポーツが好きです」と話す明子さん、「休日は

山や川、温泉地などの自然の多いところヘドライ

ブに出掛けたり、料理をすることが多い」という

ことです。

　何事にも楽しみながら挑戦したいという彼女、

「これからもいろいろなことに意欲的に取り組んで

いきたい」と話していました。

覗
◎
⑩
忌

皐プ

熊　倉　正　典　　　　゛!IワI?1?,j　ll゛



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
敏
夫
さ
ん
は
、
昭
和
1
4
年
に
稲
葉
尋

常
高
等
小
学
校
を
卒
業
、
青
年
学
校
で

２
年
間
学
ん
だ
後
、
実
家
で
農
業
に
従

事
し
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
1
9
年
に
召

集
に
よ
り
中
国
へ
渡
り
、
衛
生
兵
と
し

て
従
軍
、
現
地
で
終
戦
を
迎
え
、
昭
和

２
１
年
に
帰
国
、
実
宗
谷
決
っ
て
か
ら
再

び
農
業
に
従
事
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
鹿
沼
市
奈
佐
原
出
身
で
昭

和
1
9
年
に
鹿
沼
女
学
校
を
卒
業
後
、
実

家
で
家
事
手
伝
い
を
し
て
い
た
ト
ミ
さ

ん
と
昭
和
2
3
年
に
結
婚
、
そ
の
後
も
お

二
人
で
農
業
を
続
け
、
現
在
も
米
作
を

中
心
に
作
付
け
し
て
い
ま
す
。

　
敏
夫
さ
ん
は
、
今
ま
で
に
農
産
物
受

検
組
合
の
会
長
や
地
区
農
村
集
団
電
話

壬
生
町
少
年
剣
道
教
室
が
準
優
勝

準
優
勝
の
壬
生
町
少
年

　
　
　
　
　
　
　
　
剣
道
教
室
チ
ー
ム

　
　
（
財
）
日
本
武
道
館
、
（
財
）
全
日

本
剣
道
連
盟
主
催
の
平
成
８
年
度
全
日

本
少
年
剣
道
練
成
犬
会
が
７
月
2
7
日
、

全
国
か
ら
約
１
、
６
０
０
チ
ー
ム
が
参

加
し
て
、
東
京
都
日
本
武
道
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
犬
合
は
、
参
加
チ
ー
ム
を
1
6
試
台
場

に
分
け
て
行
わ
れ
、
本
町
か
ら
参
加
し

た
壬
生
町
少
年
剣
道
教
室
（
三
上
義
市

師
範
、
白
石
英
明
監
督
）
チ
ー
ム
は
、

第
８
試
合
場
に
出
場
、
平
素
の
鍛
練
の

成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
、
初
戦
か
ら
試

設
置
の
際
に
は
役
員
と
し
て
活
躍
さ

れ
、
今
は
お
二
人
し
て
参
加
し
て
い
る

老
人
ク
ラ
ブ
の
会
長
を
務
め
ら
れ
、
会

の
事
業
と
し
て
、
国
道
３
５
２
号
線
洽

い
の
花
壇
に
草
花
を
植
え
環
境
美
化
を

因
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
田
畑
を
提
供

し
て
稲
葉
小
学
校
の
児
童
に
体
験
学
習

と
し
て
、
田
植
え
や
サ
ッ
マ
イ
モ
作
り

な
ど
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

　
お
二
人
と
も
旅
行
が
趣
味
で
、
近
所

の
お
友
だ
ち
と
作
っ
た
旅
行
会
で
、
年

―
回
の
旅
行
と
年
５
～
６
回
の
日
帰
り

旅
行
が
楽
し
み
だ
そ
う
で
、
で
き
る
か

ぎ
り
長
く
続
け
て
ゆ
き
た
い
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

台
場
決
勝
ま
で
の
５
回
戦
を
圧
倒
的
な

強
さ
で
勝
ち
進
み
コ
ー
ト
優
勝
を
飾
り
、

ブ
ロ
ッ
ク
決
勝
へ
と
駒
を
進
め
ま
し
た
。

　
決
勝
戦
は
、
屈
強
揃
い
の
東
京
都
東

根
館
道
場
チ
ー
ム
と
対
戦
、
惜
し
く
も

敗
れ
ま
し
た
が
、
選
手
全
員
が
特
て
る

力
を
十
二
分
に
発
揮
し
、
準
優
勝
と
い

う
輝
か
し
い
成
果
を
お
さ
め
ま
し
た
。

◇
出
場
選
手
（
監
督
白
石
　
英
明
）

ニ
芝
田
　
孝
一
　
（
壬
生
小
６
年
）

・
鈴
木
　
一
真
（
壬
生
小
６
年
）

・
山
崎
　
勝
哉
（
壬
生
小
６
言

・
鈴
木
　
選
手
（
稲
葉
小
６
言

・
白
石
　
拓
磨
（
壬
生
小
６
年
）

・
福
田
　
建
太
（
壬
生
小
５
言

…‥チピッ子ア月，ハム=･ご…………………=，

啓
一
ち
ゃ
ん
（
２
歳
）

　
（
父
）
村
井
　
和
彦
さ
ん

　
（
母
）
　
々
　
　
初
江
さ
ん

ザ
言
言
毎
ご
ら
一
言

りょう

(県営壬生住宅)

ちゃん（11か刑

（父）犬塚　　誠　さん

（厚）ク　美由紀さん

凌

㎜ ・ ㎜ 　 ㎜ 　 ㎜ 　 ㎜ 　 - 　 　 皿
Ｊ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ - ･ = ･ ・ 　 ･ ･ ・ 　 　 ・

･ ･ - 　 ａ ・ ㎜ ・ ■ ･ ㎜ ふ ＝ ・ ■ ■ ㎜ ■ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜

（
城
　
内
）

元
気
で
素
直
な
や
さ
し
い
子
に
な
っ
て
ね
！

元気でたくましい子になってね！

「チビッ子アルバム」に出てくれるお子さんを募集しています。ご希望の方は、写真に簡単なメッセージを添えて

　町企画財政源広報広聴係（�８２－１２３４　内線212）までお送りください。13



　
二
月
古
学
１
こ
い
う
、
か
た
い
イ
メ

Ｌ
ン
を
想
像
し
て
し
ま
う
分
野
の
学
問

を
体
験
学
習
を
通
し
て
理
解
し
て
も
ら

お
う
と
、
夏
休
み
を
利
用
し
た
「
親
と

子
の
考
古
学
教
室
」
が
７
月
2
8
日
・
８

月
Ｈ
日
・
８
月
］
Ｊ
日
の
３
日
間
、
親
子

1台座§一

髪回

｡
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･
ISl

滝引秀一言,斜-こﾝj､……|｀i　゛),゛゛゛

　､s　樋9……4､-tQ゛゛、｀゛゛-　｀7

1

1

.

;i

゛………

､

6'

||

随

'2

9;j

ぱ報､、　　。'・

野焼きのようす

3
0
人
が
参
加
し
、
町
歴
史
民
俗
資
料
館

な
ど
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
初
日
の
７
月
2
8
日
に
は
、
は
に
わ
友

の
会
（
人
見
治
男
会
長
）
の
指
導
で
、

縄
文
土
器
づ
く
り
に
挑
戦
、
親
子
が
協

力
し
て
粘
土
だ
ら
け
に
な
り
な
が
ら
全

員
が
っ
ぼ
や
か
め
な
ど
思
い
思
い
の
縄

文
土
器
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

　
８
月
Ｈ
日
の
２
回
目
は
、
古
代
の
ア

ク
セ
サ
リ
ー
づ
く
り
を
行
い
、
県
埋
蔵

文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
篠
原
祐
一
氏
の
指

導
の
も
と
、
見
事
な
「
ま
が
玉
」
を
完

成
さ
せ
ま
し
た
。

　
最
終
日
は
、
嘉
陽
が
丘
ふ
れ
あ
い
広

場
に
会
場
を
移
し
、
初
日
に
作
っ
た
縄

　
町
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

（
渡
辺
清
里
会
長
）
主
催
の
第
1
8
回
体

育
協
会
長
杯
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
が
６
月
2
3
目
、
町
総
合
運
動
場
体

育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

の
町
予
選
も
兼
ね
町
内
か
ら
７
チ
ー
ム

が
参
加
、
フ
ァ
イ
ト
あ
ふ
れ
る
試
合
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
試
合
の
結
果
、
チ
ー
ム
結
成
１
年
半

の
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
　
（
プ
リ
玉
チ
ー
ム
が

見
事
優
勝
を
飾
り
、
８
月
2
5
日
宇
都
宮

市
で
行
わ
れ
た
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に

出
場
し
ま
し
た
。

　
　
に
　
縞

優
　
勝
　
Ｐ
Ｒ
Ｔ
巫
Ｏ
（
ヴ
旱
）
チ
ー
ム

準
優
勝
　
ま
ど
か
チ
ー
ム

ヽ -

焼
き
あ
が
っ
た
縄
文
土
器
を

　
　
　
手
に
す
る
参
加
者
の
み
な
さ
ん

文
土
器
の
野
焼
き
を
行
い
、
全
員
が
汗

ま
み
れ
に
な
り
な
が
ら
、
一
つ
も
割
れ

る
も
の
が
な
く
り
っ
ぱ
な
縄
文
土
器
を

焼
き
上
げ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
レ
プ
リ

カ
の
縄
文
土
器
を
使
い
、
は
ま
ぐ
り
や

鳥
肉
の
縄
文
時
代
の
煮
炊
き
を
体
験
、

グ
ツ
グ
ツ
煮
え
る
様
子
に
、
多
く
の
子

ど
も
た
ち
の
目
が
輝
い
て
い
ま
し
た
。

第
９
回
全
国
警
察
少
年
剣
道
大
会

二
ノ
宮
ら
（
Ｅ
ｄ
）
全
国
大
会
優
勝
（
―
）

　
８
月
７
日
、
東
京
・
警
視
庁
武
道
館

で
行
わ
れ
た
第
９
回
全
国
警
察
少
年
剣

道
大
会
で
、
ニ
ノ
宮
雅
宏
く
ん
（
下
横

町
）
が
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
参
加
し

ニノ宮雅宏くん

た
小
山
警
察
署
少
年
剣
道
チ
ー
ム
が
日

本
言
に
輝
き
ま
し
た
。

　
本
大
会
は
、
全
国
か
ら
4
8
の
警
察
少

年
剣
道
チ
ー
ム
が
出
場
。
試
合
は
小
学

生
３
名
、
中
学
生
２
名
に
よ
る
５
人
制

団
休
戦
で
争
わ
れ
、
ニ
ノ
宮
く
ん
は
、

決
勝
戦
で
中
堅
と
し
て
二
本
勝
ち
を
す

る
な
ど
、
目
覚
ま
し
い
活
躍
を
み
せ
ま

し
た
。

　
ヽ
。
Ｖ
‘
匹
恥
劃
鸚
ｙ
1
1
談

１
虚
儡
涙
・
遭
尾
Ｉ
凌

完
成
し
た
壁
画
と

　
　
　
　
　
　
堀
口
さ
ん
親
子

　
　
　
）

　
壬
生
駅
地
下
歩
道
内
に
、
駅
東
に
在

住
の
堀
口
正
人
さ
ん
親
子
が
、
お
子
さ

ん
の
夏
休
み
を
利
用
し
て
描
い
た
壁
面

が
、
こ
の
程
完
成
し
ま
し
た
。

　
壁
画
は
、
少
女
と
動
物
が
か
け
っ
こ

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

も
の
で
す
。

　
地
下
歩
道
内
に
は
、
ま
だ
壁
面
を
描

く
区
画
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の

方
は
、
町
建
設
都
都
市
計
画
課
（
�
8
2

－
１
２
３
４
内
線
１
５
２
）
ま
で
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。
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　’96睦サマーフェスティバル

　８月10・ 11日の両日、おもちゃのまち駅東口

広場を会場に『’96睦サマーフェスティバル』が

行われ、《あんたが主役だ……コミュニティ》

をテーマに、睦の芸能人集合やバンド演奏、ゲ

ームなど多彩なイベントで賑わいました。

安塚コミュニティ盆踊り大会

　安塚地区コミュニティ推進協議会但例の盆踊

り大会が８月10・ 11日の両日、安塚小学校校庭

で行われ、自治会や育成会などから大ぜいの踊

り手が参加、加わいい浴衣を着た子どもたちが

元気よく加んぴょう踊りを踊っていました。

　
夏
の
恒
例
行
事
、
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
が
８
月
2
3
。

一
丿
日
の
両
日
、
町
総
合
運
動
場
で
行
わ
れ
、
延
べ
２

万
人
の
人
で
賑
わ
い
、
か
ん
ぴ
ょ
う
踊
り
や
花
火
大

会
な
ど
に
、
過
ぎ
行
く
夏
の
夜
を
満
喫
し
て
い
ま
し

た
。

~.-Jら

ぺ
Ｊ
ｊ
゛

文
化
協
会
文
芸
部
選

短
　
　
歌

病
み
お
れ
ば
今
年
か
ぎ
り
か
夏
祭

寂
し
き
こ
と
は
人
に
語
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
田
良
次
郎

寝
ぐ
る
し
き
昨
夜
の
夢
に
ふ
る
さ
と

の
今
は
亡
き
親
も
友
も
健
や
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
真
夕
美

と
り
た
て
て
詰
す
事
な
き
今
日
の
日

記
梅
酒
つ
く
り
し
こ
と
だ
け
を
古
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
尾
　
チ
エ

忍
び
入
り
し
猫
が
テ
ー
ブ
ル
に
足
跡

を
残
し
た
る
ま
ま
悠
々
と
去
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
富
代

俳
　
　
句

澄
み
透
る
鯛
せ
わ
し
蕎
麦
を
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第1回
おもちやフェスティバル
○日　時　１０月２６日(土)・２７日(日)

　　　　　午前１０時～午後４時

○会　場　おもちや博物館南側広場

　　　(おもちや博物館に入館するには､チケットが必要です)

ｒ‾ここrごこ･こ二二二こmご乙ここ･:.こr:ごー“こ二ここ７７．７７ここ鴫7・
｜

｜

｜

　平成７年度に開催された国民文化祭を記念し、毎年恒例のポスト国民文
化祭として、さまざまなイベントを行います。

　ぜひ、ご来場のうえ、楽しいひとときを過ごしてみませんか／

－
－
－

Ｌ＿こごごごご乙こごごこごごごごごごｌごl‘ごこ.ごごLL＿＿＿＿」

☆ステージの部

☆フアフアの部(両日とも10:00～16:00)

　ファファビックペアで楽しく遊びましょう。

10月27日(日)

時　　間 内　　容

10:30～11:30 秋のちびっ子クイズショー

1:30～11:50 森の動物バンドショー

2:30～ 3:30
秋のちばっ子クイズショー

　　♂　　　　　♂♂ゝsゝゝゝ♂s　ゝ　sﾝs.♂y､?~ご､ご.'2｀.､'｀

３：３０'ペバ ③汚O］
回森め面組縦ｼﾞ鎖謁丿⊇回j………゛宍゛゛万万2゛1万呂j'宍gご

　　　　　　　　　　,、、、、四゛回心匹

14:00～15:00
　　　　　　　　　　♂　　‰ゝ㎡ゝ㎡ゝ♂ゝ㎡ゝsゝ沁､吋-一一　?y‥゛sヾ-〃

秋のちびっ子ウイズジ当こ　　７

15:00～15ﾆ20 森の動物バンドショー

☆動物ぬいぐるみとのふれあいコーナー(両日)

　勣物ぬいぐるみと写真を撮ったり、握手をしたり、

楽しくいっしょに遊びましょう。

☆らく焼き教室(両日)

　らく焼きにチャレンジしてみませんか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一一一一☆スタンプラリーの部（両日とも10:00～16:00）　☆問合せ先

回詐几詣‰二足言クダ
゜

（白　壬生町おもちや博物館

まちのうごき

　　９月1日現在

総人□

　男

　女

世帯数

40,009人（102）

19,697人（　52）

20,312人（　5.0）

12,440世帯（　32）

（　）内は前月比

納大納　　　　●●●
付変期　　　　国国町
し込限　一一民民県

まみ間　10 10 年健民
し合際一月Ｓ金康税
よいは納分３　保．、
うま　｀期一月　険３

゜す納限　分　税期
　゜付10　前　－゛゛
　早窓月　納　４
　め□31　－　期
　にが日　　　　－

10

月

の

納

税

等

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

全
３
６
２
円
②
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５
千
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②

全
３
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①
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⑤
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一
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’
－

」
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初
代
株

金
５
干
６
０
７
円
⑧

　
　
　
　
ａ
ｍ
・
ｐ
ｍ
壬
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(実費負担)

�
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８６－７１１ １
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